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Ⅰ．はじめに 
 わが国におけるシミュレーション看護教育の課題は、「患者シナリオ」の作成に時間を要するこ

と、シミュレータの操作訓練を受けている教員やスタッフが少ないこと１）である。「患者シナリ

オ」は、実例を基にすることで作成しやすくなる 2)。「シミュレーション看護教育」の教育効果を

客観的に評価するために、どの分野にも使用出来る基本的な要素を含んだ「患者シナリオ」は、

どの程度の教育成果があるのか客観的に測定する必要がある。 
Ⅱ．目的 
 本研究の目的は、インストラクショナルシステムデザインを用いて教育目的を明確にし、（基本

的な要素を含んだ３）「患者シナリオ」を作成し、教材としてシミュレータを用いた教授方法につ

いて客観的に評価することである。 
Ⅲ．研究の経過 

1. 教授設計の点検ワークシート（（c）鈴木克明）および「学習意欲デザイン」を活用する。 
2．シミュレーション教育の目的にそったシナリオ等を作成する。 
３．作成したシナリオが教育目的に沿った教材であるか検証する。 
４．公開検討会および交流集会での研究紹介および意見交換 
Ⅳ．成果および考察 

１．教授設計の点検ワークシート（（c）鈴木克明）後の新たな教授設計によるデモンストレーシ

ョンの実施 
 公開検討会及びハワイ大学 Benjamin 教授からのアドバイスよって、作成したシナリオとそのデモ

ンストレーションは、教育目的を達成でき、かつ、教育教材としてのシミュレータが効果的に活用さ

れているという評価を得た。また、公開検討会参加者から、「シミュレーションデザインスケール」を

用いて客観的に教授内容の評価（5 段階）を得た結果、平均値 4.3 であり、教育目的に沿った教材の活

用であることが示唆された。 

２．教授設計ワークシートを活用したシミュレーション看護教育の可能性について 

 新たな教育内容や複雑な教育内容を含んだ演習を行う場合には、今までの教授設計ワークシートを

活用して教授設計を見直し、対象者（学生、受講生）の人数、それを教授または補助する教員数およ

びそれに必要な時間を十分に検討したうえで、教材としてのシミュレータの選択が学習効果を高める

ことが示唆された。 
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